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休講措置の対応について

・補講を実施する
or

・休講を補完する課題を実施する
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授業計画

e-learningの定義、基礎

e-learningを支えるテクノロジ
先端的な電子メディアの利点、欠点、適性

e-learningの実例
先端的な電子メディアを使った学習システムを知る

e-learning教材制作演習
＠JM201, 202

演習の評価、まとめ
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国内の動向

【国の施策】
インターネット等を利用した遠隔教育や、授業におけるICT
を活用した教育の推進が重要な課題となっている。
総務省「高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（IT戦
略本部）」により策定された「IT新改革戦略」（2006年１
月）や「重点計画―2008」（2008年8 月）では、

「インターネット等を用いた遠隔教育を行う学部・研究科
の割合を２ 倍以上にすることを目指し、大学におけるイン
ターネットを用いた遠隔教育等の推進により、国内外の大
学や企業との連携、社会人の受け入れを促進する」

ことが提言された。



同志社大学 文化情報学部 e-Learning by Rieko Inaba 5

ICT活用教育

ICT活用教育とは、
・コンピュータ
・インターネット
・モバイル端末 等

の情報コミュニケーション技術〔ICT （Information and 
Communication Technology）〕を活用した教育を指す。

【memo】
ICT（Information and Communication Technology）は、多くの場合「情報通信技
術」と和訳される。IT（Information Technology）の「情報」に加えて「コミュニ
ケーション」（共同）性が具体的に表現されている点に特徴がある。ICTとは、ネッ
トワーク通信による情報・知識の共有が念頭に置かれた表現であるといえる。

情報の共有化という点において、ICTはITに比べても一層ユビキタス社会に合致した表現である
といえる。日本でも、2000年頃に盛んに提唱された「e-Japan構想」では「IT」が盛んに用い
られたが、2005年を始点とする「u-Japan構想」ではもっぱら「ICT」が用いられている。総務
省の「IT政策大綱」も、2005年までにはすでに「ICT政策大綱」に改称されている。
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ICT活用教育導入状況

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育に関する調査報告書（2008年度）
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ICT活用教育導入状況

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育
に関する調査報告書（2008年度）

国内大学の8割以上が
ICT活用教育を導入している
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ICT活用教育導入状況

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育に関する調査報告書（2008年度）
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ICT活用教育の取り組み実態

引用：ｅラーニング等のICTを活用した
教育に関する調査報告書（2008年度）
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ICT活用教育の導入対象

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育に関する調査報告書（2008年度）
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教育用コンテンツの作成主体

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育
に関する調査報告書（2008年度）
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・システムやコンテンツを作成、維持するための人員が不足している
こと

・教員のICT活用教育に関するスキルが不十分であること
・eラーニング講義（授業を含む）のシステム開発に関するノウハウが

不十分であること
・学内の組織的な協力体制を整備すること
・ICT活用教育の教育効果に対し、教職員の理解が不十分であること
・著作権の権利処理等のノウハウが不十分であること
・ICT活用教育を導入するための予算が確保されていないこと
・学生や学習者への学習支援体制が不十分であること
・学生のICT活用教育に関するスキルが不十分であること
・ICT活用教育を導入するためのインフラが整備されていないこと
・ICT活用教育を推進するための、学内コンセンサスが得られないこと

ICT活用教育を実施する際の課題



同志社大学 文化情報学部 e-Learning by Rieko Inaba 14

「システムやコンテンツを作成、維持するための人員が不足し
ていること」（58.9％）
「教員のICT活用教育に関するスキルが不十分であること」
（51.9％）
「ｅラーニング講義（授業を含む）のシステム開発に関するノ
ウハウが不十分であること」（45.2％）

ICT活用教育を実施する際の課題
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ICT活用教育の導入のデメリット

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育
に関する調査報告書（2008年度）

・教員の授業準備負担
・システムの維持、管理負担
の2 項目に集中した。
ICT活用教育の導入にあたっては、
併せて教員負担の軽減策を組織的
に実施する必要がある。
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ICT活用教育非導入理由

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育に関する調査報告書（2008年度）
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ラーニング・マネジメント・システム（LMS）とは、
ｅラーニングを運用する際の基盤となるシステムで、

・学習者登録
・学習履歴の管理
・学習者の進捗管理
・成績管理
・学習支援機能
・学習者と教授者とのコミュニケーション機能 等

を備えたものを指す。海外の大学では、教育の質の
向上を目的として、通常の対面型の授業にもLMSが
利用されている。

Learning Management System (LMS)
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■学習管理機構
LMS: Learning Management System
教授学習行為を支える

■学習コンテンツ管理機構
LCMS: Learning Contents Management System
リソースを管理する

LMSとLCMS
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LMSとLCMS

引用：ｅラーニングの理論と実際
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■相補的に機能
LCMSで作成された学習コース・教材
LMSで分類・蓄積

■学習者
LMSから必要な教材を検索・利用

■学習中の行為
LMSでトラッキング
学習評価に利用

LMS－LCMS
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LMS

引用：ｅラーニングの理論と実際

学習基盤構成
・利用者情報
・学習対象のカリキュラム

情報
・学習コンテンツ
・学習履歴管理
・学習者間のコミュニケー

ション
・頻発質疑応答
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LMS利用状況

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育
に関する調査報告書（2008年度）
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利用しているLMSの機能

引用：ｅラーニング等のICTを活用した教育
に関する調査報告書（2008年度）

大学で利用されるLMSには多様な
機能が必要とされていることが
わかる。
利用場面の多さや利用者層の幅
広さ、それぞれの学部や研究科
の既存環境の多様さ等によるも
のと推察される。
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LCMS

引用：ｅラーニングの理論と実際

■学習コンテンツの要素
Learning objectの統合、
収集、作成

■複数のLearning objectで
構成される学習コンテンツ
の構成管理

■学習コンテンツの配信管理

→学習コンテンツの効率的格
納と配信を実現するための
システム
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LMSとLCMS

引用：ｅラーニングの理論と実際
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“実績”を基盤としたe-Learning教材の充実と国際化・
ユニバーサルデザイン化

【実績】
・e-Learning教材の研究

→10年間、研究成果に基づき教材開発を実施
・学習支援、事務手続きもWeb上で受けられる環境を

開発
・平成14年 日本最初のインターネット大学院を開講
・平成16年 インターネット大学（3年次編入）開講
・現在、日本中200人以上の社会人がインターネット

上で学んでいる

事例：信州大学



同志社大学 文化情報学部 e-Learning by Rieko Inaba 29

■学習効果が高いe-Learning教材の検討
・様々な形態のコンテンツを作成し検討
・解説文と図、アニメーションを中心とした教材で、

各章の終わりに自習型テスト問題をおいたドリル
型教材が効果が高いことを明らかにした

事例：信州大学

【教材作成センター】
・教員と連携してe-Learning教材を開発する
・教材のためのシステムを研究・開発する
・ e-Learning運用のためのシステムの保守・管

理を行う
・教材の国際化を行う
・教材のユニバーサルデザイン化を行う
・新しい教材ツール、支援ツールの開発を行う
・ e-Learningで学ぶ学生のサポートを行うとと

もに、教育の質保証について調査・研究を行う
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■Webゼミナールシステム

事例：信州大学

■履修状況把握システム
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信州大学の提案するシステム作り
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今日の小レポート

1）LMSとLCMSを説明しなさい。

2）質問等

問い合わせ先：rieko.inaba@nict.go.jp
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